
第 1 章 COUNT 関数 
 

●COUNT関数とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

COUNT（カウント）関数 

=COUNT(値 1，値 2，・・・，値 255) 

個数を求めたい値を指定します。引数（ひきすう）は 255 個まで指定できます。 

［値］のなかに数値や日付、時刻がいくつあるかを求めます。 

 

・通常、［値］にはセルやセル範囲を指定します。 

・COUNT関数では、文字列、論理値、空白のセルは個数として数えられません。 

=COUNT(D5:D26) 

得点が入力されている受験者の

数が求められた 

例）試験結果の一覧から受験者
数を求めます 

値 

具体的に操作方法をみていきます。 



●例題 1：模擬試験受験者数を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『COUNT 関数』ファイルを開いてください。 

ここでは高校入試模擬試験の教科ごとの受験者数を求めます。 

まずは国語の試験を受けた受験生の数を求めます。下図は完成見本です。 

できた方は 12ページの「★練習問題１」へ進んでください。 

分からない方は次ページから一緒に操作していきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一緒に操作しましょう 

セル G7をクリックします。 

=cou と入力すると下図のように表示されます。「COUNT」が青くなっているので、

キーボードの「TAB」キーを押してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下図のようになります。 

セル B7にマウスポインタを合わせます。 



 

 

 

 

 

 

  

マウスの左ボタンを押したまま下へ動かし、下図のようにシート名までマウスポイン

タを動かすと画面が下へと動きます。 



 

 

 

 

  

セル B64まで来たら、マウスから指を離します。これで範囲選択ができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スクロールバー 

画面右にあるスクロールバーを上へドラッグします。 

範囲選択した範囲が表示されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

）を入力すると、下図のようになります。 

Enterキーを押すと、下図のように、結果が表示されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★練習問題１ 

先ほどと同じ操作で数学と英語の受験者数を表示してください。 

下図は、操作後の画面です。 

完成見本 



●例題２：複数列のデータ数を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ハーフマラソン』シートを表示させてください。 

今度は複数列にわたったデータを数える方法です。下図は操作後の画面です。 

できた方は 20ページの「★練習問題２」へ進んでください。 

わからない方は一緒に操作していきましょう。 


